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平成 25年５月 10日 

各      位 

会 社 名  石光商事株式会社 

代表者名  代表取締役社長執行役員    森本 茂 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード２７５０） 

問合せ先 常務取締役執行役員管理部門長 山根 清文 

 （電話番号 078－861－7791） 

平成 25年３月期 通期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 平成25年２月８日に公表いたしました平成25年３月期（平成24年４月１日～平成25年３月31日）通期業績予想

値と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 
 
１．平成 25年３月期 通期業績予想値と実績値の差異（平成 24年４月１日～平成 25年３月 31日） 

（１）連結 

                                         （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回予想(Ａ) ３３,１３６ ４４０ ５０ △１３１ △１７円００銭 

今回実績(Ｂ) ３２,５８９ ４０９ ９ △１２７ △１６円５０銭 

増減額(Ｂ－Ａ) △５４７ △３０ △４０ ３ ― 

増減率 △１．７％ △７．０％ △８１．０％ ― ― 

(ご参考)前期実績 

(平成24年３月期) 
３５,０４２ １０５ ８１ １５２ １９円７６銭 

 

 

（２）個別 

                                         （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回予想(Ａ) ３２,８７６ ３６３ １９５ ２５円３４銭 

今回実績(Ｂ) ３２,２９７ ３５５ ２３２ ３０円１７銭 

増減額(Ｂ－Ａ) △５７８ △７ ３７ ― 

増減率 △１．８％ △２.２％ １９.１％ ― 

(ご参考)前期実績 

(平成24年３月期) 
３４,８４７ １１２ １３５ １７円５１銭 
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２．差異が生じた理由 

（１） 連結 

売上高につきましては、主として「（２）個別」の差異の理由によるものであります。 

経常利益につきましては、持分法適用関連会社の業績悪化のため投資損失が352百万円となり、前回公表

いたしました322百万円を上回ったことによるものであります。 

当期純利益につきましては、主として「（２）個別」の差異の理由によるものであります。 

 

 （２）個別 

   売上高につきましては、コーヒー・飲料部門ではコーヒー生豆相場の影響に伴うコーヒー生豆の販売価格  

  の低下、食品部門ではデフレの長期化による外食産業向け加工食品および調理冷食の売上高の減少によるも

のであります。 

   経常利益につきましては、概ね前回予想どおりであります。 

   当期純利益につきましては、税効果会計で法人税等調整額を再計算した結果によるものであります。 

 

 

 

以上 


